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研究成果の概要（和文）：　本研究はインド東海岸ゴダバリ・クリシュナデルタとその間に位置するコレル湖を
対象とし、完新世における地形形成史の解明と、人類の活動と地形環境変化の関係を明らかにする目的で、ボー
リング試料や衛星画像の分析、現地調査による試料採取と遺跡調査等を行った。
　その結果、ゴダバリ・クリシュナデルタおよびコレル湖の完新世における形成史が明らかとなり、遺跡調査と
試料の年代より紀元前後の環境について考察した。期間中の新型コロナウイルスの影響もあり、広島県の太田川
デルタをモデルケースとして、流域の人類の活動とデルタ形成に関する研究を新たに行った。

研究成果の概要（英文）：  This study targets the Godabari- Krishna Deltas and Lake Kolleru on the 
east coast of India, and aims to clarify the delta formation, human impacts and environmental 
changes of the area. Boring samples and satellite image analysis, field survey and sampling of 
archaeological sites were conducted.
  As a result, the formation of Godabari- Krishna Deltas and Lake Kolleru in the Holocene was 
demonstrated, and the environment around 1st Century AD was considered from the archaeological 
survey and dating of samples. Due to the COVID-19, we conducted new research on human impacts and 
delta formation in the Ota River Delta in Hiroshima Prefecture as a model case.

研究分野：地形学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　人口の集中するモンスーンアジアのデルタ地域においては、人類の活動と環境変化の地理学的視点が重要であ
り、平野の微地形や土地利用、自然災害軽減や生態系保全等等の地域的課題に資する研究が求められる。インド
東海岸のゴダバリ・クリシュナ両河川は、インド亜大陸においてガンジス、インダス両河川に次ぐ流域規模をも
ち、東海岸に大規模なデルタを発達させている。本研究はこれらのデルタを対象に国際共同研究を行い、その成
果としてデルタがどのように形成されたか、また現代におけるダム建設やマングローブ湿地の開発などに関する
課題を論文として発表することができた。また、広島の太田川デルタに関しても新たな知見を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

デルタ地域は陸地と海の境界として、完新世の環境変動を敏感に反映した地形形成の場

として注目されてきた。インド東海岸のゴダバリ・クリシュナ両河川は、インド亜大陸にお

いてガンジス、インダス両河川に次ぐ流域規模をもち、東海岸に大規模なデルタを発達させ

ている。1990年代以降、アンドラ大学の K. Nageswara Rao教授を中心として、山口大学の

貞方教授や産総研の齋藤博士（当時）らがボーリング調査などによるデルタ形成史の解明の

共同研究をすすめ、代表者も参加してきた 1）。 

これらの堆積学的研究に加え、人口の集中するモンスーンアジアのデルタ地域において

は、人類の活動と環境変化の地理学的視点が重要であり、平野の微地形や土地利用、自然災

害軽減や生態系保全等等の地域的課題に資する研究が求められた。 
 

1）Nageswara Rao et al. (2015) Palaeo-3, 440: 213-233 

 
２．研究の目的 

 ゴダバリ・クリシュナ両デルタはインド東海岸で最大のデルタであり、完新世の形成過程

が明らかにされつつある。しかし人類の居住との関係でいえば、遺跡分布や開発の歴史など

との関係は十分明らかにされてはいない。また、ゴダバリデルタとクリシュナデルタの間に

位置するコレル湖は、現在は海岸線から約 30km 内陸に位置する淡水湖であるが、完新世

最大海進時には内湾が形成されていたと予想される。近年は魚類やエビの養殖のために開

発・改変がすすみ、湖面がほとんど残らない状況であり、マングローブ林やラムサール条約

登録湿地の保全という点からも科学的調査の必要性が高い。 

 本研究はインド東海岸ゴダバリ・クリシュナデルタとその間に位置するコレル湖を対象

とし、①完新世における地形形成史の解明と、②人類の活動と地形環境変化を明らかにし、

地形条件とデルタの開発に関する地形学的研究を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 

本研究は、①アンドラ大学で保管しているボーリングコアの観察と分析、②ALOS衛星画

像等の分析による微地形・土地利用判読、③浜堤列・旧河道の抽出と現地調査（土地利用現

況を含む）、④地形精査とサンプリング、⑤考古データの収集・整理などによりすすめた。 
 
４．研究成果 

 研究期間は当初 2016～2019 年度の 4 年間を予定していたが、新型コロナウイルスの影

響で 2021年度まで延長した。 

2016年度はアンドラ大学保管のクリシュナデルタのボーリングコアサンプルの年代測定

を実施した。2017年 3月にはアンドラ大にて研究打ち合わせとコレル湖ならびにクリシュ

ナデルタ東部のマングローブ林において現地調査を実施した。また、それまでの調査に基づ

くコレル湖の完新世の変化に関する論文（Naga Kumar et al., 2016）2）が公表された。 

2017 年度は 11 月にインド、デリーで開催された国際地形学連合に参加し、デカン高原

（ゴダバリ・クリシュナ川上流部）の巡検に参加し、インドならびに各国の研究者と意見交

換を行った。また、対象地域のマングローブ林の変化と再生に関する論文（Kubo et al., 2017）
3)が公表された。 

2018年度は、2019年 3月にアンドラ大にて K. Nageswara Rao教授ならびに考古学の



Vijaya Prakash 教授と打ち合わせをおこない、またゴダバリデルタで Vijaya Prakash 教

授といくつかの考古遺跡において現地調査とサンプリングをおこなった。 

2019年度より山口大学貞方名誉教授の助言を得て、流域の人間活動がデルタ形成に与え

た影響を堆積物の分析から考察するモデルケースとして、広島県太田川を対象とした研究

をはじめた。しかし、2020年初め頃より新型コロナウイルス感染症の影響で現地調査等が

できなくなり、研究期間を 1年延長した。 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症の蔓延が世界的に拡大し、また、2020 年 8 月に

第 34 回国際地理学会議(IGC)イスタンブール大会で成果発表を予定していたが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で開催が 1年延期となった。このため、2020年度は太田川のサン

プル分析等をすすめた。また、研究期間を 2021年度まで延長した。しかし、インド東海岸

の海水準変化に関する論文(Nageswara Rao et al., 2020a)4)とクリシュナデルタの地形変化

に関する論文(Nageswara Rao et al., 2020b)5)の 2本が国際誌に掲載され、また太田川上流

域の砂鉄採取による地形改変に関する論文（貞方ほか 2021）6)が刊行された。太田川下流デ

ルタの形成に関しては 2021年 3月の日本地理学会で中間報告を行った。 

 2021年度は 8月中旬に IGC(国際地理学会議)イスタンブール大会がオンラインで開催さ

れ、インドにおける本研究の成果をポスターにて発表した（Kubo et al., 2021）7)。 

 また、8月下旬に開催された日本第四紀学会大会（オンライン）にて、広島の太田川デル

タの堆積物とその年代について発表した（久保ほか 2021）8)。本発表では、流域の人間活動

がデルタ形成に与えた影響を、「人新世」に関わる堆積物という視点から示した。 

 ゴダバリ・クリシュナデルタと太田川デルタの両方で、人類の活動とデルタ形成というテ

ーマで引き続き研究を進展させたい。 

 
2) Naga Kumar et al.(2016)Wetlands 36: 745-758 
3) Kubo et al. (2017) Geographical Review of Japan Series B: 90, 66-75 
4) Nageswara Rao et al. (2020a) Journal of Paleolimnology 64: 71-89 
5) Nageswara Rao et al. (2020b) Marine Geology 427:  
6)貞方ほか（2021）たたら研究 第 59号、20-36 
7）Kubo et al. (2021) Holocene Evolution and Cultural Imprints in the Krishna and 

Godavari twin Deltas, the East Coast of India. 34th IGC Istanbul, Aug. 2021 

8)久保ほか（2021）太田川下流平野・デルタの微地形および「最上部陸成層」と上流域に

おける砂鉄採取（鉄穴流し）の関係、日本第四紀学会大会 2021年8月 
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